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日本語研修は評価されたが問題は山積

　日本とインドネシアの経済連携協定（EPA）に基づいて、昨年8
月、200名余りの看護師・介護士候補生たちが来日しました。その
直後から半年間にわたって行われた日本語研修は、インドネシア
側から高く評価されましたが、今年1月から始まった病院などへの
各受入機関での研修段階に入って、事前の政府間交渉で曖昧
にしてきた地位と賃金の問題が露呈しました。いわゆる“ボタンの
掛け違い”があったのです。今回の看護師候補者たちは、インドネ
シアでは2年以上の業務経験を有していますが、日本の資格は持
っていません。そのため看護師や准看護師と同等の地位は認め
られず、両国の間で意見が一致したわけではなかったのです。
　来日直前に交わされた契約書の内容も、インドネシア政府や候
補者の期待とは大きく異なっていました。「最初の情報と雇用契
約書に大きな差があるのはなぜか」「看護師候補者なのになぜ
業務内容は看護助手か」などの疑問が解消されないまま候補者
は来日し、いわば“見切り発車”の形でスタートさせたのが原因で
した。

国家資格取得に向けたビジョンと基盤整備を

　一方、候補者たちの日本での目標を事前に聞いてみると、「海
外での就労経験とスキルの向上」「進学」「日本の文化と言語を
学ぶこと」「貯蓄」「資格取得」などと個人差があり、「長期滞在
するかは日本で考える」というのが大多数の本音でした。高いハ
ードルである国家資格の取得という目標は必ずしも共有されてい
ません。制度の目標は高いのに、目標に向けた基盤整備がなけれ
ば、候補者もビジョンを描けないでしょう。
　候補者たちはすでに病院などの受入機関に入っています。業
務はもとより日本の文化や食事に適応しなければならないし、ホー
ムシックにかかる人もいるでしょう。それだけではなく、「看護師だっ
たのに職務は洗濯と掃除」という、いわゆる“地位の下降”を経験

し、スキルを磨くこともできず、候補者たちのモチベーションが下が
っているケースも見受けられます。
　候補者たちが現在直面している問題を克服するためには、地
位と賃金のボタンの掛け違いを正し、候補者や受入機関に対し
て“資格取得”に向けた継続的な学習を可能とする支援体制の
確立が必要です。そうすれば、この制度が単に労働力の確保だ
けではなく、日本が医療・福祉部門の国際交流拠点として貢献す
る大きな可能性を持つことができるでしょう。
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外国人看護師・介護士の
受け入れを成功させるために

知をつなぐ。世界をつなぐ。未来をつなぐ。

真の国際化は自国の文化を
大切にすること

JICEスタッフに聞く
研修監理員

安里 和晃さん

ワシントン 寿代さん

京都大学大学院文学研究科
特定准教授
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　昨年の夏から、日本語研修を半年間受けて、各地の病

院や施設で働きながら日本の国家試験合格に向けた実

地研修の段階に入った候補者たち。今後、看護師は入国

して3年以内、介護士は4年以内に国家試験に合格しな

ければならない。合格者はその後も日本で働き続ける

ことができるが、合格しなければ帰国することになると

いう厳しいハードル。モチベーション維持のためにフォ

ローをどうするかが今後の課題だ。

外国人看護師・介護士候補生
一期生の課題

あさと・わこう
昭和46年生まれ。龍谷大学大学院経済学研究
科博士課程修了。日本学術振興会特別研究員、
リクルートワークス研究所特別研究員を経て、平
成21年京都大学大学院文学研究科特定准教
授。著書に「日比経済連携協定と外国人看護師・
介護労働者の受入れ」（共著）などがある。
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事業部の組織改編
　本年4月1日付で本部の業務実施体制を見直し、下図の
とおり組織改編を行いました。「プロジェクト支援部」を「プロ
ジェクト開発部」とし、「新規事業開発課」を新設し、「プロジ
ェクト支援部派遣支援センター」を「派遣支援センター」とし
て部に格上げしました。また、企画課を経営戦略室と改編し
ました。これを機に、より一層の事業の充実と業務の改善を
図ります。

平成20年度第4回評議員会
および理事会を開催
　3月19日、JICE本部内会議室において、平成20年度第
4回評議員会及び理事会を開催いたしました。今回は、次
期中期目標（平成21年度～25年度）、平成21年度事業
計画・収支予算、評議員及び監事の選任について審議が
行われ、すべての議案が承認されました。
　なお、本年1月から4月までの役員及び評議員の異動に
ついては右のとおりです。
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　外交官だった父親の関係で、小学6年から中
学2年まで旧ユーゴスラビアのインターナショナル
スクールで学んだワシントン寿代さん。当時、旅行
したドイツの文化の香りがよほど気に入ったよう
で、ワシントンさんは無類の“ドイツ好き”になって
いた。いったん帰国して日本の高校・大学に進
学。大学では当然のように、「ドイツ文学を専攻し
ました」
　その大学時代に仕事で訪れた東南アジアで
現在のご主人と知り合う。その後、奨学金を得る
と再びドイツで学ぶようになるが、ほどなくご主人
の母国アメリカに留学先を変えてそのまま結婚。
ワシントンD.C.で2人の子育てに専念して十数年
たっていた。

「あっという間の出来事でした。主人と出会わな
ければ、間違いなくドイツで暮らしていたでしょう
（笑）」
　そのワシントンさんがJICEで仕事をするように
なったのは昭和61年暮れ。2人の娘たちを連れて
沖縄へ移り住んでからのことだ。ご主人は身分を
公務員にかえての来日だった。
「私は私で通訳の仕事を探していて、沖縄国際
交流財団のお仕事を紹介していただきました。
その仕事で沖縄国際センター（JICA沖縄）に出
向くと、研修監理員を募集しているというので応
募しました。それがJICEだったんです」
　受けたら合格。そのまま研修監理員の登録を
済ませた。

　それから4年後、平成2年には、ご主人の東京
転勤に際して「辞めさせて」と事務局に申し出る
と、「JICEの本部は東京です」と言われて継続。
さらに、ワシントンに帰米する平成6年には、「ワシ
ントンにいても仕事は続けられますよ」となって、
今でも年に1、2度、3カ月ほど、日本に滞在して
JICEの仕事を続けている。
「日本に来て『通訳さん、お茶を！』と言われてびっ
くりしたことがあります。いまではそれも文化の違
いだと受け止められるようになりました（笑）。ま
た、欧米では国際化という言葉もほとんど聞きま
せん。むしろ自国の文化や伝統を大事にする。
真の国際化は、自国の文化を大切にすることだ
と思います」

アメリカ人の主人の都合も
あり、日本と海外で暮らす割
合は3対7くらいでしょうか
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長

理
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が新規に設置する部署

組織図

総務部

企画管理課
国際交流部

交流事業課

企画管理課
留学生部

プロジェクト事務所

派遣支援センター

支所

JICA技術協力専門家・青年海外協力隊・
シニア海外ボランティア・調査団などの派遣手続業務

北海道、北海道（帯広）、東北、筑波、
中部、関西、関西（兵庫）、中国、九州、沖縄

国際交流企画・管理、
21世紀東アジア青少年大交流計画業務
国際交流業務、
21世紀東アジア青少年大交流計画業務

国際研修部所管事業に関する企画・調整・管理、
専門嘱託（視聴覚）の人員管理、支所統括
研修監理員の人員管理・配置、
JICA東京国際センター等契約関連業務、
研修用教材作成・研修旅費関連業務、研修監理業務支援

システム／
ネットワーク関連業務

法務、規程

JICA以外の研修関連業務企画・営業、
個別通訳派遣、調査団支援業務、日本語研修、
専門嘱託（日本語）の人員管理、その他新規案件

留学生支援企画・大学関連業務統括・管理、
JICA長期研修員業務、円借款人材育成業務

人材育成支援無償業務

JICA横浜国際センターにおける
研修監理業務

研修員受入手続き、企画相談業務

JICA東京国際センターにおける研修監理業務、
研修監理拡充業務

総合調整、文書、理事会･
評議員会､特別会員、広報

財務、予算､決算､出納､施設用度

経営戦略、経営計画、
組織、定員
人事､職員研修､
福利厚生､給与､労務

情報システム管理室

新規事業企画、新規事業情報収集・整備、
新規営業活動
調査・研究会支援業務、プロジェクト等支援業務、
印刷翻訳業務、課題部国内支援業務、
JICA-Net支援業務(教材開発）、イシュー等支援業務
JICA図書館運営支援業務、各種調査研究会の運営、
プロジェクト等支援業務

新規事業開発課

市谷業務室

国際研修部

計画課

研修監理課

横浜業務室

留学生支援無償プロジェクト事務所（ウズベキスタン、
カンボジア、キルギス、中国、バングラデシュ、フィリピン、
ベトナム、ミャンマー、モンゴル、ラオス）

総務課

経営戦略室

人事課

財務課

法務室

プロジェクト開発部 プロジェクト支援課

研修開発課

受入業務室

東京業務室

留学生事業課

平成21年4月20日発行　発行所：財団法人日本国際協力センター（ジャイス）　〒160-0023 東京都新宿区西新宿六丁目10番1号日土地西新宿ビル19・20・21階
TEL.03-5322-2500  FAX.03-5322-2520  http://sv2.jice.org

広報紙『JICE』に対するご意見、ご感想、ご質問、今後取り上げてほしいテーマや人物などを、下記アドレスへメールでお寄せください。
広報紙『JICE』編集事務局　e-mail：kohoshi-jice@jice.org皆さまの声をお聞かせください

私たちJICEは、個人情報保護法を遵守し、
徹底した個人情報の管理をいたします。

�

CONTENTS
「INTERVIEW」    

この人に聞く　1
「つなぐ」　2

「私たちの国際協力」　4
顔／JICE INFORMATION BOX　6



　開発途上国の国づくりの中核となる人材を日本に招
き、日本の技術や経験を伝え、自国の発展に役立てても
らおうと始まった研修員受け入れ事業。JICEは、JICA
などが実施する研修が、円滑で効果的に実施されるよう
関係者間の調整や通訳、研修員のケアなどを行ってい
ます。09年3月現在、全国で延べ1500人・約30言語
にわたる人材が研修監理員として登録しており、さまざ
まな分野の研修をサポートしています。

JICEの研修監理事業とは
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N
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O
の
ジ
ョ
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フ
が
種
を
ま
き

J
I
C
A
が
花
を
咲
か
せ
た
好
例

　
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
も
特
に
助
産
師
数
が
少
な
か

っ
た
ゲ
ア
ン
省
で
、「
安
全
で
清
潔
な
お
産
」を
目

的
に
、リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘル
ス（
R
H
＝
性
や
生

殖
に
関
す
る
健
康
）プ
ロ
ジ
ェク
ト
が
開
始
さ
れ
た

の
は
1
9
9
7
年（
平
成
9
年
）の
こ
と
。

J
I
C
A
と
N
G
O
の（
財
）ジ
ョ
イ
セ
フ
が
初
め

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
実
施
さ
れ
た
プ
ロ

ジェク
ト
で
も
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の「
国
家

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
10
年
戦
略

（
2
0
0
1
〜
2
0
1
0
）」の
策
定
に
沿
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、ゲ
ア
ン
省
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
わ
け
を
知
る
に

は
、そ
れ
よ
り
10
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
必
要
が
あ

る
。（
財
）ジ
ョ
イ
セ
フ
が
N
G
O
と
し
て
、ゲ
ア
ン

省
な
ど
の
3
省
、9
つ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン（
村
）で
独
自

に
推
し
進
め
て
き
た
活
動
が
、よ
う
や
く
芽
を
出

し
始
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。い
わ
ば〝
N
G
O

が
種
を
ま
き
、J
I
C
A
が
育
て
て
花
を
咲
か
せ

た
〞好
例
で
、（
財
）ジ
ョ
イ
セ
フ
の
勝
部
ま
ゆ
み
さ

ん（
元
ベ
ト
ナ
ム
R
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）は

往
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

「
R
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
る
前
、ゲ
ア
ン

省
の
母
子
保
健
家
族
計
画
セ
ン
タ
ー（
現
R
H
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
）は
、薄
暗
く
て
ス
タ
ッ
フ
も
無
表
情

で
、訪
れ
る
妊
婦
さ
ん
も
少
な
か
っ
た
ん
で
す
。そ

れ
が
今
で
は
ス
タ
ッフ
は
笑
顔
を
輝
か
せ
、待
合
室

は
毎
日
、人
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
」

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
三
者
評
価（
外
部
の
評

価
）が
高
い
の
も
、そ
の
後
の
活
動
が
尻
す
ぼ
み
す

る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

ゲ
ア
ン
省
で
の
成
功
の
決
め
手
は

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
2
0
0
0
年（
平
成
12

年
か
ら
通
訳
と
し
て
参
加
し
て
き
た
の
が

J
I
C
E
の
永
井
蘭
研
修
監
理
員
。10
年
近
く

に
わ
た
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
続
け
て

き
た
こ
と
で
、日
本
側
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、ベ

ト
ナ
ム
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
信
頼
も
厚
い
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功

し
て
い
る
の
は
、人
件
費
が
出

な
い
の
で
最
初
は
後
ろ
向
き

だ
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の

人
た
ち
が
、専
門
家
の
献
身

ぶ
り
や
、自
分
の
国
の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

が
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
って
い
く

の
を
見
て
い
る
う
ち
に
、み
ん

な
が
自
ら
や
る
気
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。一
生
懸
命
に
や
れ

ば
成
果
が
出
る
こ
と
が
わ
か

って
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
ゲ
ア
ン
省
で
の

成
功
を
受
け
て
始
ま
っ
た
の

が
、06
年（
平
成
18
年
）10
月

に
開
始
さ
れ
た「
R
H
ケ
ア

広
域
展
開
ア
プ
ロ
ー
チ
」。ゲ

ア
ン
省
の
近
隣
4
省
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人

材
の
育
成
や
能
力
の
強
化
を
通
し
て
、R
H
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
向
上
し
地
域
に
広
げ
る
狙
い
が
あ

る
。今
回
取
材
し
た
約
1
カ
月
間
の
日
本
国
内
で

の
研
修
も
、ゲ
ア
ン
省
と
近
隣
4
省
の
R
H
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
各
2
名
の
指
導
者（
産
科
医
や
助

産
師
）を
招
い
て
実
施
さ
れ
た
。左
下
の
写
真
は

そ
の一コマ
だ
。研
修
で
は
日
本
の
行
政
機
関
や
病

院
、学
校
、保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
訪
れ
、よ
り
効

果
的
な
母
子
保
健
活
動
に
つ
い
て
考
え
、話
し
合

う
場
が
提
供
さ
れ
る
。

信
頼
関
係
の
構
築
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
を
決
め
る

　

前
出
の
勝
部
さ
ん
は
言
う
。

「
例
え
ば
、同
じ
通
訳
を
す
る
場
合
、カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
た
ち
に
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
ハッ
キ
リ
伝

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、話
し
に
く
い
こ
と
や

厳
し
い
こ
と
を
、伝
え
た
り
、聞
い
た
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
面
が
多
々
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た

時
に
最
も
大
事
な
こ
と
は
信
頼
関
係
を
築
け
て

い
る
か
ど
う
か
で
す
。そ
の
点
、永
井
さ
ん
が
い
て

く
れ
る
の
は
心
強
い
し
、あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　

話
し
方
、訳
し
方
ひ
と
つ
で
相
手
が
受
け
る
印

象
も
変
わ
る
。か
と
いって
事
実
を
曲
げ
て
は
い
け

な
い
。い
か
に
相
手
を
傷
つ
け
な
い
言
葉
を
選
ん

で
、「
こ
こ
は
い
け
な
い
」「
こ
こ
は
こ
う
す
べ
き
だ
」

と
伝
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
―
―
。そ
れ
は
ひ
と
え

に
研
修
監
理
員
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

わ
け
だ
。勝
部
さ
ん
は
こ
う
も
話
す
。

「
そ
れ
は
テ
ク
ニッ
ク
も
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、気
持
ち
が
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
。永
井
さ
ん

か
ら
は
、自
分
も
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
人
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
」

　

こ
の
R
H
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
当
初
か
ら
参
加
し

て
い
る
研
修
員
の
ひ
と
り
に
、永
井
研
修
監
理
員

の
人
柄
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
永
井
さ
ん
を
知
って
い
ま
す
。

彼
女
は
非
常
に
聡
明
で
博
学
で
す
が
、そ
れ
に
も

増
し
て
、私
た
ち
を
い
つ
も
励
ま
し
て
、勉
強
で
き

る
よ
う
環
境
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。仕
事
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
、お
昼
ご
飯
を
食
べ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
」

　

ま
た
、ほ
か
の
研
修
員
の
口
か
ら
は
こ
ん
な
声
が

漏
れ
て
き
た
。「
永
井
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
生
ま
れ
。

彼
女
に
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
日
本
の
支
援
が
あ
る

こ
と
を
ベ
ト
ナ
ム
に
来
て
も
っ
と
知
ら
せ
て
ほ
し

い
」。永
井
研
修
監
理
員
の
肉
声
な
ら
、日
本
が
貢

献
し
て
い
る
こ
と
に
、ベ
ト
ナ
ム
人
は
も
っ
と
耳
を
傾

け
る
に
ち
が
い
な
い
、と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

財団法人 ジョイセフ（家族計画国際協力財団）
　1968年設立のNGO。人口と家族計画・母子保健・
HIV感染予防を含むリプロダクティブヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康と権利）、とりわけ女性や妊産
婦の健康と権利を守るための活動分野における国際
協力を推進。アジア・アフリカ・中南米の途上国を中心に
一人ひとりの視点に立った支援活動を行っている。

マギーエプロン（教材用エプロン）を着けた女性連合メンバーに使い方を教える
ゲアン省RHケアセンタースタッフ（中央）　写真提供 ： ジョイセフ

������

RHプロジェクトは好例だが
時にはアップデートも必要
　こうした研修はお金がすごくかかるので、一
過性のもので終わらせるのはもったいない。そ
の点、ゲアン省のRHケアセンターはモチベー
ションを維持し続けている好例だと思います。
ただし、専門知識は時にはアップデートが必
要なので、JICAのフォローアップがあると非常
に助かります。機材供与などではなくソフト面
の研修事業の支援、あるいは、単発でもいい
ので専門家を派遣して、〝知識のブラッシュア
ップ〟のような研修を行ってほしいと願っていま
す。

TSUNA

GU

沐浴の仕方を学ぶ妊婦さんとハティン省ケアセンターのスタッフ（後列白衣）
写真提供 ： ジョイセフ

ながい　らん
出生地 ： ベトナム・サイゴン市
（現ホーチミン市）
JICEへの登録年 ： 1996年
通訳できる言語 ： 日本語、ベト
ナム語、英語

ベトナムのゲアン省で1997年から推し進められてきた
リプロダクティブヘルス・プロジェクトは、

94年の「カイロ会議」で国連機関‐政府‐NGOの協力関係が
一層強化されたことで実現したともいえるプロジェクト。
そこで活躍するJICEの研修監理員の姿を追った。

ジョイセフ本部での
グループワークの模
様。右端がジョイセ
フの勝部まゆみさ
ん、画面中央が永
井研修監理員、左
端のふたりがベトナ
ムからの研修員
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日立製作所
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日
立
が
行
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
の

〝
人
づ
く
り
〞プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
立
が
1
9
9
6
年（
平
成
13
年
）か
ら
実
施

し
て
い
る
ア
ジ
ア
へ
の
地
域
貢
献
の
ひ
と
つ
に
、「
日

立
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
ズ・イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
。日
立
独
自
の
社
会
貢
献
で
、「
ア
ジ
ア

で
次
世
代
を
担
う
若
者
の
発
掘
と
育
成
」を
目

指
し
て
い
る
。そ
の〝
人
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞が
昨

2
0
0
8
年
7
月
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
開
催
で

9
回
目
を
数
え
る
に
至
っ
た
。ア
ジ
ア
で
こ
う
し

た
人
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
背
景
を
、日

立・グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
本
部
渉
外
部
の
藤
田
寿
仁

部
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

「
ア
ジ
ア
で
は
長
年
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

て
お
り
、こ
の
地
域
への
貢
献
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
き
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、ア
ジ
ア
の
有
識
者
の
方
々
に『
日
立
に

何
を
望
む
か
？
』と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た

結
果
、『
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
よ
う
な
貢

献
を
望
む
』と
い
う
ご
意
見
が
多
か
っ
た
の
で
、そ

れ
を
反
映
す
る
形
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
」

　

当
初
の
対
象
国
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、マ
レ
ー
シ

ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、タ
イ
、日
本
の
計

6
カ
国
。第
7
回
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
が
加
わ
って
7
カ

国
に
な
っ
た
。

　
〝
次
世
代
を
担
う
若
者
〞は
、そ
れ
ぞ
れ
の
参

加
国
で
事
前
に
絞
り
込
ま
れ
た
大
学
か
ら
推
薦

を
受
け
た
大
学
生・大
学
院
生（
50
名
程
度
）が
、

各
国
の
選
考
委
員
会
で
の
面
接
を
通
じ
て
、最
終

的
に
は
4
名（
7
カ
国
計
28
名
）に
絞
り
込
ま
れ

る
。各
国
の
選
考
委
員
長
は
、例
え
ば
、タ
イ
は
バ

ン
コ
ク
の
知
事
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
最
高
裁
判
事
、日

本
で
は
文
化
庁
長
官
な
ど
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
。

世
界
を
ま
た
に
か
け
て

活
躍
し
て
い
る
O
B
や
O
G
た
ち

　

第
9
回
目
の
開
催
地
と
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア・

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
も
、28
名
に
厳
選
さ
れ
た
大
学
生・

大
学
院
生
が
一
堂
に
結
集
。ア
ジ
ア
共
通
の
問
題

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、1
週
間

に
わ
た
っ
て
、フ
ォ
ー
ラ
ム・分
科
会・地
域
貢
献
活

動
な
ど
の
体
験
を
積
ん
だ
と
い
う
。テ
ー
マ
は
、

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
共
同
体
の
構
築
に
つい

て
〜
課
題
と
可
能
性
〜
」「
ア
ジ
ア
の
連
携
強
化

に
向
け
て
〜
経
済
統
合
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
視
点

〜
」。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
初
日
、2
日
目
に
は
開
催
国
の
閣

僚
級
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
各
国
の
現
役
の
リ
ー
ダ
ー

8
名
が
、講
演
や
パ
ネ
ル
ス
ピ
ー
カ
ー
を
行
う
の
が

通
例
で
、こ
の
第
9
回
目
も
初
日
は
文
部
大
臣
、

2
日
目
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
大
臣
を
迎
え
て
講

演
が
行
わ
れ
た
。会
場
に
は
、開
催
国
の
政
府
や

大
使
館
の
関
係
者
、産
業
会
、教
育
界
、ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、大
学
生
な
ど
が
招
待（
約
2
5
0
名
／

日
）さ
れ
、聴
衆
と
し
て
参
加
し
て
賑
わ
い
を
見
せ

た
と
い
う
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
る
と
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、プ

レ
ス・コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
学
生
に
よ
る
提
言
発
表
）へ

と
続
い
た
。

「
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
各
7
名
ず
つ
4
つ
の
班
に

分
か
れ
て
議
論
を
重
ね
ま
す
。議
論
を
活
性
化

さ
せ
る
モ
デ
レ
ー
タ
ー
が
加
わ
り
、例
え
ば
、『
ア
ジ

ア
全
体
の
利
益
を
考
え
た
場
合
、次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
は
何
を
し
た
ら
い
い
か
』に
つ
い
て
意
見
を
引

き
出
し
、学
生
に
は
自
分
た
ち
の
提
言
を
ま
と
め

て
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
」

　

そ
の
後
は
、丸
1
日
か
け
て
地
域
貢
献
活
動

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
っ
た

上
で
終
了
。こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
1
回
目

か
ら
同
じ
枠
組
を
保
ち
な
が
ら
内
容
は
毎
回
充

実
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。

「
参
加
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
の
た
め
に
当
社

で
は
開
催
後
も
第
1
回
か
ら
9
回
ま
で
の
参
加

者
が
、そ
の
後
ど
う
し
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い

ま
す
。先
日
、第
3
回
目
に
日
本
か
ら
参
加
し
た

後
に
、日
銀
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
が
、I
M
F
に

出
向
さ
れ
る
と
い
う
の
で
送
別
会
を
や
り
ま
し

た
。そ
の
代
の
別
の
方
は
、民
間
企
業
に
就
職
が

決
ま
って
い
た
の
に
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た

後
に
方
向
転
換
さ
れ
、タ
イ
の
N
G
O
に
入
って
エ

イ
ズ
を
減
ら
す
プ
ロ
ジ
ェク
ト
に
2
、3
年
参
加
し

た
の
ち
、J
I
C
A
に
入
り
、今
は
ア
フ
リ
カ
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
」

　

日
立
が
行
って
き
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
O
B
や

O
G
は
二
百
数
十
名
を
数
え
る
。民
間・公
的
機

関
を
問
わ
ず
、世
界
を
ま
た
に
か
け
て
活
躍
し
て

い
る
人
が
多
い
そ
う
だ
。

イ
ン
ド
人
技
術
者
を
受
け
入
れ
て
50
年

　
一
方
日
立
で
は
、1
9
6
0
年（
昭
和
35
年
）

か
ら
一
貫
し
て
続
け
て
き
た〝
人
づ
く
り
〞が
あ

る
。「
ヒ
ン
ド
ゥ
―
日
立
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
」と
い
う

技
術
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
敗
戦
直
後
、日
本
企
業
は

工
場
製
品
の
市
場
と
し
て
海
外
に
目
を
向
け
始

め
て
い
た
が
、52
年（
昭
和
27
年
）、日
本
が
イ
ン

ド
と
国
交
を
樹
立
し
て
以
来
、イ
ン
ド
政
府
は

優
秀
な
技
術
を
持
つ
日
本
企
業
に
注
目
し
、水

力
発
電
設
備
、電
気
機
関
車
、鉄
道
車
両
な
ど

を
発
注
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。こ
れ
ら
を
供

給
す
る
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
日
立
の
最
初

の
輸
出
品
は
扇
風
機
だ
っ
た
と
い
う
。そ
の
輸
出

先
で
あ
る
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
と
い
う
新
聞

社
よ
り
日
立
に
、「
イ
ン
ド
の
技
術
力
向
上
を
図

る
た
め
に
、イ
ン
ド
の
若
手
技
術
者
を
日
本
で
育

成
し
て
く
れ
な
い
か
」と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
は
59

年（
昭
和
34
年
）の
こ
と
。そ
の
翌
年
か
ら
毎
年
2

〜
3
名
を
日
本
の
日
立
の
工
場
で
受
け
入
れ
、半

年
間
の
技
術
研
修
を
行
っ
て
き
た
。そ
の
数
は
今

日
ま
で
に
1
2
0
余
名
を
数
え
る
。

「
第
4
回
の
ヒ
ン
ド
ゥ
―
日
立
ス
カ
ラ
ー
シッ
プ
研
修

生
と
し
て
来
日
し
た
デ
ィ
バ
カ
ー
ル
さ
ん
は
、1
年

の
研
修
期
間
中
、日
本
の
技
術
や
文
化
の
み
な
ら

ず
、人
生
観
に
つい
て
多
く
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

デ
ィ
バ
カ
ー
ル
さ
ん
は
そ
の
後
、（
財
）海
外
技
術
者

研
修
協
会（
A
O
T
S
）の
活
動
を
通
じ
て
日
印
の

交
流
に
貢
献
し
て
き
た
ほ
か
、イ
ン
ド
日
本
協
会

1
vol.

企業と人づくり

戦後の経済成長期から
アジアで地道な人づくり

私たちの国際協力

フォーラムで質問する
インドネシアからの
参加学生

インドネシアのプルノモ・エネルギー資源相と参加学生との交流の模様水質調査を行う参加学生と施設の子どもたち

水質調査の結果を紙芝居形式で発表した

アジアでの人材育成について話す
藤田寿仁 グローバル事業本部 渉外部 部長

（
I
J
A
P
）の
設
立
に
寄
与

し
、日
本
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
派

遣
、イ
ン
ド
への
ミ
ッ
シ
ョン
の
受

け
入
れ
な
ど
、日
印
の
懸
け
橋

と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。昨

年
に
は
、そ
の
長
年
の
功
績
を

認
め
ら
れ
、秋
の
褒
章
で
旭
日

章
を
受
章
し
て
い
ま
す
」

　

そ
の「
ヒ
ン
ド
ゥ
―
日
立
ス

カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
」は
、今
年
で
ち

ょ
う
ど
50
周
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。長
年
の
間
に
培

って
き
た「
技
術
」を
生
か
し
、

日
立
製
作
所
は
こ
れ
か
ら
も

国
内
外
の
人
づ
く
り
に
尽
力

し
て
い
く
。
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日本語研修は評価されたが問題は山積

　日本とインドネシアの経済連携協定（EPA）に基づいて、昨年8
月、200名余りの看護師・介護士候補生たちが来日しました。その
直後から半年間にわたって行われた日本語研修は、インドネシア
側から高く評価されましたが、今年1月から始まった病院などへの
各受入機関での研修段階に入って、事前の政府間交渉で曖昧
にしてきた地位と賃金の問題が露呈しました。いわゆる“ボタンの
掛け違い”があったのです。今回の看護師候補者たちは、インドネ
シアでは2年以上の業務経験を有していますが、日本の資格は持
っていません。そのため看護師や准看護師と同等の地位は認め
られず、両国の間で意見が一致したわけではなかったのです。
　来日直前に交わされた契約書の内容も、インドネシア政府や候
補者の期待とは大きく異なっていました。「最初の情報と雇用契
約書に大きな差があるのはなぜか」「看護師候補者なのになぜ
業務内容は看護助手か」などの疑問が解消されないまま候補者
は来日し、いわば“見切り発車”の形でスタートさせたのが原因で
した。

国家資格取得に向けたビジョンと基盤整備を

　一方、候補者たちの日本での目標を事前に聞いてみると、「海
外での就労経験とスキルの向上」「進学」「日本の文化と言語を
学ぶこと」「貯蓄」「資格取得」などと個人差があり、「長期滞在
するかは日本で考える」というのが大多数の本音でした。高いハ
ードルである国家資格の取得という目標は必ずしも共有されてい
ません。制度の目標は高いのに、目標に向けた基盤整備がなけれ
ば、候補者もビジョンを描けないでしょう。
　候補者たちはすでに病院などの受入機関に入っています。業
務はもとより日本の文化や食事に適応しなければならないし、ホー
ムシックにかかる人もいるでしょう。それだけではなく、「看護師だっ
たのに職務は洗濯と掃除」という、いわゆる“地位の下降”を経験

し、スキルを磨くこともできず、候補者たちのモチベーションが下が
っているケースも見受けられます。
　候補者たちが現在直面している問題を克服するためには、地
位と賃金のボタンの掛け違いを正し、候補者や受入機関に対し
て“資格取得”に向けた継続的な学習を可能とする支援体制の
確立が必要です。そうすれば、この制度が単に労働力の確保だ
けではなく、日本が医療・福祉部門の国際交流拠点として貢献す
る大きな可能性を持つことができるでしょう。
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財団法人 日本国際協力センター
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財団法人 日本国際協力センター

外国人看護師・介護士の
受け入れを成功させるために

知をつなぐ。世界をつなぐ。未来をつなぐ。

真の国際化は自国の文化を
大切にすること

JICEスタッフに聞く
研修監理員

安里 和晃さん

ワシントン 寿代さん

京都大学大学院文学研究科
特定准教授

��������� この人に聞く

���� 顔

����解説

　昨年の夏から、日本語研修を半年間受けて、各地の病

院や施設で働きながら日本の国家試験合格に向けた実

地研修の段階に入った候補者たち。今後、看護師は入国

して3年以内、介護士は4年以内に国家試験に合格しな

ければならない。合格者はその後も日本で働き続ける

ことができるが、合格しなければ帰国することになると

いう厳しいハードル。モチベーション維持のためにフォ

ローをどうするかが今後の課題だ。

外国人看護師・介護士候補生
一期生の課題

あさと・わこう
昭和46年生まれ。龍谷大学大学院経済学研究
科博士課程修了。日本学術振興会特別研究員、
リクルートワークス研究所特別研究員を経て、平
成21年京都大学大学院文学研究科特定准教
授。著書に「日比経済連携協定と外国人看護師・
介護労働者の受入れ」（共著）などがある。
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事業部の組織改編
　本年4月1日付で本部の業務実施体制を見直し、下図の
とおり組織改編を行いました。「プロジェクト支援部」を「プロ
ジェクト開発部」とし、「新規事業開発課」を新設し、「プロジ
ェクト支援部派遣支援センター」を「派遣支援センター」とし
て部に格上げしました。また、企画課を経営戦略室と改編し
ました。これを機に、より一層の事業の充実と業務の改善を
図ります。

平成20年度第4回評議員会
および理事会を開催
　3月19日、JICE本部内会議室において、平成20年度第
4回評議員会及び理事会を開催いたしました。今回は、次
期中期目標（平成21年度～25年度）、平成21年度事業
計画・収支予算、評議員及び監事の選任について審議が
行われ、すべての議案が承認されました。
　なお、本年1月から4月までの役員及び評議員の異動に
ついては右のとおりです。
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　外交官だった父親の関係で、小学6年から中
学2年まで旧ユーゴスラビアのインターナショナル
スクールで学んだワシントン寿代さん。当時、旅行
したドイツの文化の香りがよほど気に入ったよう
で、ワシントンさんは無類の“ドイツ好き”になって
いた。いったん帰国して日本の高校・大学に進
学。大学では当然のように、「ドイツ文学を専攻し
ました」
　その大学時代に仕事で訪れた東南アジアで
現在のご主人と知り合う。その後、奨学金を得る
と再びドイツで学ぶようになるが、ほどなくご主人
の母国アメリカに留学先を変えてそのまま結婚。
ワシントンD.C.で2人の子育てに専念して十数年
たっていた。

「あっという間の出来事でした。主人と出会わな
ければ、間違いなくドイツで暮らしていたでしょう
（笑）」
　そのワシントンさんがJICEで仕事をするように
なったのは昭和61年暮れ。2人の娘たちを連れて
沖縄へ移り住んでからのことだ。ご主人は身分を
公務員にかえての来日だった。
「私は私で通訳の仕事を探していて、沖縄国際
交流財団のお仕事を紹介していただきました。
その仕事で沖縄国際センター（JICA沖縄）に出
向くと、研修監理員を募集しているというので応
募しました。それがJICEだったんです」
　受けたら合格。そのまま研修監理員の登録を
済ませた。

　それから4年後、平成2年には、ご主人の東京
転勤に際して「辞めさせて」と事務局に申し出る
と、「JICEの本部は東京です」と言われて継続。
さらに、ワシントンに帰米する平成6年には、「ワシ
ントンにいても仕事は続けられますよ」となって、
今でも年に1、2度、3カ月ほど、日本に滞在して
JICEの仕事を続けている。
「日本に来て『通訳さん、お茶を！』と言われてびっ
くりしたことがあります。いまではそれも文化の違
いだと受け止められるようになりました（笑）。ま
た、欧米では国際化という言葉もほとんど聞きま
せん。むしろ自国の文化や伝統を大事にする。
真の国際化は、自国の文化を大切にすることだ
と思います」

アメリカ人の主人の都合も
あり、日本と海外で暮らす割
合は3対7くらいでしょうか
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が新規に設置する部署

組織図

総務部

企画管理課
国際交流部

交流事業課

企画管理課
留学生部

プロジェクト事務所

派遣支援センター

支所

JICA技術協力専門家・青年海外協力隊・
シニア海外ボランティア・調査団などの派遣手続業務

北海道、北海道（帯広）、東北、筑波、
中部、関西、関西（兵庫）、中国、九州、沖縄

国際交流企画・管理、
21世紀東アジア青少年大交流計画業務
国際交流業務、
21世紀東アジア青少年大交流計画業務

国際研修部所管事業に関する企画・調整・管理、
専門嘱託（視聴覚）の人員管理、支所統括
研修監理員の人員管理・配置、
JICA東京国際センター等契約関連業務、
研修用教材作成・研修旅費関連業務、研修監理業務支援

システム／
ネットワーク関連業務

法務、規程

JICA以外の研修関連業務企画・営業、
個別通訳派遣、調査団支援業務、日本語研修、
専門嘱託（日本語）の人員管理、その他新規案件

留学生支援企画・大学関連業務統括・管理、
JICA長期研修員業務、円借款人材育成業務

人材育成支援無償業務

JICA横浜国際センターにおける
研修監理業務

研修員受入手続き、企画相談業務

JICA東京国際センターにおける研修監理業務、
研修監理拡充業務

総合調整、文書、理事会･
評議員会､特別会員、広報

財務、予算､決算､出納､施設用度

経営戦略、経営計画、
組織、定員
人事､職員研修､
福利厚生､給与､労務

情報システム管理室

新規事業企画、新規事業情報収集・整備、
新規営業活動
調査・研究会支援業務、プロジェクト等支援業務、
印刷翻訳業務、課題部国内支援業務、
JICA-Net支援業務(教材開発）、イシュー等支援業務
JICA図書館運営支援業務、各種調査研究会の運営、
プロジェクト等支援業務

新規事業開発課

市谷業務室

国際研修部

計画課

研修監理課

横浜業務室

留学生支援無償プロジェクト事務所（ウズベキスタン、
カンボジア、キルギス、中国、バングラデシュ、フィリピン、
ベトナム、ミャンマー、モンゴル、ラオス）

総務課

経営戦略室

人事課

財務課

法務室

プロジェクト開発部 プロジェクト支援課

研修開発課

受入業務室

東京業務室

留学生事業課
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広報紙『JICE』に対するご意見、ご感想、ご質問、今後取り上げてほしいテーマや人物などを、下記アドレスへメールでお寄せください。
広報紙『JICE』編集事務局　e-mail：kohoshi-jice@jice.org皆さまの声をお聞かせください

私たちJICEは、個人情報保護法を遵守し、
徹底した個人情報の管理をいたします。
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